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出
た
ぞ
汐・
農
業
十
傑

経
営
部
門
で
佐
藤
さ
ん
に
栄
冠

こ
れ
ま
で
の
零
細
な
経
営
規
模

に
よ
る
日
本
農
業
に
、
今
大
き
な

嵐
が
吹
き
ま
く
っ
て
来
た
。
他
産

業
の
激
し
い
発
展
に
農
業
収
入
の

格
差
は
開
き
、
農
業
労
働
者
の
流

出
、
食
生
活
の
変
化
、
国
際
農
業

の
競
争
参
加
等
、

各
種
の
悪
条
件

が
重
な
り
、
農
業
の
経
営

は
年
を

追
っ
て
む
ず
か
し
く
な

っ
て
来
た

。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
自
分
の
ア

イ
デ
ア
で
合
理
化

を
図

り
、
明
る

く
豊
か
な
晨
家
づ
く
り

に
努
力
し

て
い
る
農
家
の
中
か
ら
、
県
は
農

業
十
傑
を
選
ん
で
、
今
後
の
農
家

経
営
の
指
針
と
し
て
い
る
。
三
十

九
年
度
に
お
い
て
各
部
門

に
亘
り

、
県
下

多
数
の
応
募
者
の
中

か
ら

厳
選
さ
れ
た
十
名
に
対
し
、
四
月

二
十
三
日
県
庁

で
知
事
か
ら
表
彰

さ
れ
た
。
そ
の
中
に
わ
が
石
毋
田

の
佐
藤
五

丘（
衛
君

夫
妻
の
名
前

が

連
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
先
の

塚
野
目
部
落
の
米

作
り
名
人
と

と

も
に
郷
土
国

見
町

の
喜
び
で

あ
り

誇
り
で

も
あ
る
。

石
毋
田
部
落
で

は
二
十

五
日
、

同
君
宅
で

盛
大
な
祝
宴
を
開

き
、

君
の
光
栄
を
わ
が
こ
と
と
し
て
、

大
い
に
祝
意
を
表

し
た
。
同
君

は

妻
と
子
供

の
五
人

暮
ら
し
、
水
田

五
三
ア
ー
ル
、
り
ん
ご
園

九
〇

ア

ー
ル
を
住
宅
周
辺

に
集
団
化

し
て

あ
る
。
常
時
夫
婦
二
人
で
働

き
、

農
繁
期
に
ほ
雇
人

を
入
れ

る
。
一

昨
年
、
二

〇
万
円

の
費
用

を
か
け

て
九
〇

ア
ー
ル
の
り
ん
ご
園
に
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
施
設
し
、
大
き

な
効
果
を
収
め
て

い
る
。
尚
、
冬

期
間
は
ア
ソ
ポ
柿

の
生
産

に
努

め

収
益
を
挙

げ
、
七

ケ
タ
農
業

の
実

践
に
努
力
す
る
な
ど
、
不

撓
精
励

の
壮
年
農
民
で
あ
る
。

写
真
は
喜
び
あ

ふ
れ
る
佐
藤
君

夫

婦

窓
口
係
り
よ
り
三
つ
の
願
い

事
務
改
善
に
ご
協
力
を

役
場
の
事
務
改
善
の
た
め
職
員

機
構
が
変
っ
た
こ

と
は
前
月
号
で

お
知
ら
せ
し
た
が
、
事
務
の
能
率

化
と
正

確
な
事
務
処
理

を
図

る
た

め
、
次
の
三

つ
の
点

に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

。

①
閲

覧
、
諸
証
明
、
謄
抄
本
の
交

付

は
す

べ
て
申
請
書
に
記
入
し

て
下

さ
い
。

す
べ
て
の
用
件
を
印
刷
し
た
申

請
書
用
紙
が
役
場
に
備
え
て
あ

る
か
ら
、
そ
れ
に
必
要
な
用
件

を
記
入
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い

。
そ
の
申
請
書
で
関
係
の
事
務

処
理
は
自
動
的

に
行
わ
れ
、
大

へ
ん
便
利
で
す
。

③
印
鑑
届
出
、
印
鑑
証
明
受
領

は

必
ず
本
人

が
行
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
、

印

鑑
届
出
は
、
国
見
町
に
居

住

し
て

い
る
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

病
気
そ
の
他
の
理
由
で
出
頭
で

き
な
い
場
合
は
、
代

理
人
の
他

に
保
証
人
一
人
（
本
町

に
印
鑑

届
出
の
あ
る
人
）
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

印
鑑
証
明
の
代
理
受

領
は
心
ず

委
任
書
を
持
参
し
て

く
だ
さ

い

委
任
書
用
紙
は
役
場
に
準
備
し

て
あ
る
が
他
の
用

紙
で
も
委
任

さ
れ
た
旨
の
書
類
で

あ
れ
は
差

支
あ
り

ま
せ
ん
。

③
住
民
登
録
の
届
出
は
十
四

日
以

内
に
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
住
所
に
移
っ
た
と
き
は

十
四
日
以
内
に
新
住
所

地
の
町

役
場
に
必
ず
転
入
、
転
居
届
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
届
出
が
お
く

れ
る
と
過
料
を

と
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

学
校
関
係
又
は
自
動

車
の
運
転

免
許
関
係
等
で
す
ん
で

い
な
い

所
に
住
民
登
録

を
す

る
の

は
違

法
行
為
で
あ
り
、

処
罰

さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

住
民
登
録
に
は
次
の
も
の
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

印
鑑
、
転
出
証
明
書
　

米
の

購
入

通
帳
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て

い
た
方
は
そ
の

受
診
証

、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
る
と
き

は
年
金
手
帳

開
店
し
た

善
意
銀
行

民
生
委
員
そ
の
他
有
志
の
出
資

に
よ
る
国
見
町
善
意
銀
行
が
、
四

月
一
日
開
店

さ
れ
、
ち
よ
っ
と
し

た
資
金
に
困

っ
て
い
る
人
々
に
手

が
る
に
融
資

し
、
利
用
者
を
喜
ば

せ
て
い
る
。
こ

れ
は
町
の
民
生
委

員
が
中
心
と

な
り
、
町
議
会
議
員

や
社
会
福
祉
協
議
会
に
呼
び
か
け

て
資
金
を
つ
の
り
、
生
活
に
困
っ

て
い
る
人

た
ち
に
無
利
息
、
無

担

保
で
三
か
月
ま
で
お
金
を
貸
し
て

や
る
も
の
で
、
金
額
は
三
千
円

ま

で
と
な
っ
て

い
る
。

本
店
は
役
場
内
住
民
課
に
あ
る

が
、
希
望
者
は
各
地
区
に
あ
る
支

店
「
民
生
委
員
」
に
中
出

れ
ば
よ

い
。
せ
っ
か
く
み
ん
な
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
善

意
に
対
し
、
大
い
に
こ

れ
を
利
用
し
て
そ
の
恩
に
む
く
え

ら
れ
る
よ
う
当
局
で
は
望
ん
で

い

る
。

規
　
定

○
利
息
は
か
か
り
ま
せ
ん

○
保
証
人

も
い
り
ま
せ
ん

○
三
千
円

ま
で
貸
し
て
や
れ
ま
す

○
三
か
月

の
う
ち
に
返
済
す
る

く
わ
し
く
は
民
生
委
員
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

株
主
？
募
集

善
意
を
寄
せ
ら
れ

た
人
々

民

生

委

員

一
同

町

会

議

員

一
同

福

祉

協

議

会

山
　

田
　

長
　

一

熊
　

田
　

一
　

怡

一
　

条
　

今
朝
洽

佐
久
間
　

伊
　

助

大
正
二

年
藤
田
小
学
校

卒
業
生
同

級
会
有
志
十

一
名

選挙運動のルール（1）

明るく正しい選挙のために

選
挙
運
動
は

、
白
山
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

く
こ
と
が
理
想
で
あ
る
が
、
完

全
に
自
山
に
し
て
し
ま

う
と
、

金
に
も
の
い
わ
せ
て
何
ん
で
も

。で
き
る
人

が
有
利
に
な
り
、
明

る
く
正
し
い
選
挙
が
行
わ
れ
な

く
な

っ
て
し
ま

っ
て
、
本
当
に

有
権
者
の
代
表
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
人
が
選

ば
れ
な
く
な

っ
て

し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
こ

で
金
の
か
か
ら
な
い
公
正
な
選

挙
を
実
現
す
る
た

め
に
、
公
職

選
挙
法
で
い
ろ

ん
な
制
限
を
設

け
て
お
り
、
ま

た
、
国
が
候
補

者
の
政
見

や
経
歴
を
有
権
者
に

知
ら
せ
る
た
め
に
、
選
挙
を
国

で
行
な
う
、
い
わ
ゆ
る
選
挙
公

営
の
制
度
を
設
け
て
い
る
。

選
挙
運
動
に
関
す
る
制
限
に

は
こ
れ
を
大
き
く
お
け
て
み
る

①
時
期
に
つ
い
て
の
制
限

⑤
人

に
つ
い
て
の
制
限

③
場
所
に
つ
い
て
の
制
限

の

方
法
に
つ
い
て
の
制
限

の
四
つ
が
あ
る
。

選
挙
公
営
に
は
、
選
挙
運
動

用
無
料
は
が
き
の
配
布
、

ポ
ス

タ
ー
掲
示

場
の
設
置
、
選
挙
公

報
の
発
行
、
氏

名
掲
示
、
新
聞

広
告
、
立
会
演
説
会
の
開
催
、

公
営
施
設
に
よ
る
個
人
演
説
会

の
開
催
、
政
見

放
送
、
経
歴
放

送
の
実
施
な
ど
が
あ
る
。

◎
選
挙
運
動
期
間

と
事
前
運
動

選
挙
運
動
を
す

る
こ
と
が
で

き
る
期
間
は
、
候
補
者
が
立
候

補
届
出
を
し

た
日
か
ら
選
挙
期

日
の
前
日
ま
で
の
間
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

立
候
補
届
出
前

の
選
挙
運
動
は
、
い
わ
ゆ
る
事

前
運
動

と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
世
間
で
は
、
選
挙
期
日
の

六
か
月
前
あ
る
い
は
一
年
前

に

行
な

う
事
前
運
動
は
許
さ
れ

る

と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
が

、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

た
だ
、
立
侯
補
の
届
出
前

に

お
い
て
も
、
立
候
補
の
準
備
（

政
党
の
公
認
を
求
め
る
こ

と
、

供
託
金
の
供
託
な
ど
）
や
選
挙

運
動
の
準
備
（

選
挙
事
務
所
の

借
入
の
内
交
渉
な
ど
）
は
事
前

運
動
と
は
違
う
の
で

、
行
な
う

こ
と
が
で
き
る
。

Ｏ

選
挙
事
務
所

を
置
け
る
数

地
方
区
の
候
補
者
は
、
一
人

一
か
所
設
置
で
き
る
。
’（
た
だ

し
政
令
で
指
定
さ
れ
た
交

通
不

便
な
ど
の
情
況
に
あ
る
都
道
府

県
で
は
、
四
か
所
ま
で
殷
殷
で

き

る
。
）

全
国
区
の
候
補
者
は
一
人
十

五
か
所
ま
で
設
置
で
き
る
（

た

だ
し
、
一
つ
の
都
道
都
県
に
お

い
て
は
、
そ
の
都
道
府
県
に
お

い
て
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
る

地
方
区
の
候
補
者
の
選
挙
事
務

所
の
数
を
こ
え
る
こ
と
が
で
き

な
い

。
）

Ｏ

選
挙
運
動
を
禁
じ

ら
れ
て
い
る
者

田
、
投
票
管
理
者
、
開
票

管
理

者
、
選
挙
長
、
選
挙
分
会
長
、

選
挙
管
理
委
員

会
の
委
員

お

よ
び
職
員

、
裁
判

管
、
検
察

官

、
会
計

検
査
官
、
公
安
委

員
会

の
委
員

、
警
察
官
、
収
税

官

吏
お
よ
び
徴
税
の
吏
員

②
、
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務

員
、
公
社
お
よ
び
公
団
な
ど

の
役
職
員
な
ら
び
に
教
育
者

圓
、
未
成
年
者
お
よ
び
選
挙
犯

罪

に
ょ
り
選
挙
権
を
有
し
な

い
者

。

○
し
て
は
い
け

な
い

選

挙

運

動

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前

号
で
書

い
た
が
、
と
か
く
忘
れ

が
ち
な
の
で
も
う
一
度
復
習
し

て

お
く
。

倒
　

選
挙
運
動
の
た
め
？

戸

二
尸
訪
ね
ま
わ
る
こ
と
は
、
「

戸
別
訪
問
」
と
し
て
禁
止
さ
れ

て

い
る
。
戸
別
訪
問
は
家
庭
に

限
ら
ず
、
会
社
、
工

場
な
ど
を

訪
ね

る
こ
と
も
い
け
な
い
し
、

各
戸
を
訪
圓
す
る
つ
も
り
で
一

戸
だ
け
訪
ね
て
も
、
や

は
り
戸

別
訪
問
に
な
る
。

と
こ

ろ
が
、
電
話
に
ょ
り
各

戸

に
投
票

を
依
頼
す

る
こ
と
や

、
道
路
と
か
電
車
、
バ

ス
な
ど

の
乗
物
の
中
で

た
ま
た
ま
会

っ

た
知
人
な
ど
に
投
票
を
依
頼
す

る
こ
と
は
、違
反

に
な
ら
な

い
。

叫
　

選
挙

に
関
し
、
投
票
を
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
あ

る
い
は

投
票
を
さ
せ
な
い
な
ど
の
目
的

で
選
挙
人

に
対
し
署

名
運
動
を

す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

卯
　

選
挙

に
関
し
、
公
職
に
就

く
べ
き
者

を
予
想
す

る
人
気
投

票

の
経
過

や
結
果
を
公
表
す
る

こ
と
は
で

き
な
い
。

㈲
　

選
挙
運
動
に
関
し
て
飲
食

物
を
提
供
す

る
こ
と
は
で
き
な

い
。
た
だ
、
湯
茶
や
普
通
用
い

ら
れ
る
程
度
の
菓
子
は
さ
し
つ

か
え

な
く
、
ま
た
、
選
挙
事
務

所
で
運
動
員
や
労
務
者
に
弁
当

を
与
え
る
こ
と
は
、
一
定

の
範

囲
内
で
許
さ
れ
る
。

固
　

選
挙
運
動
の
た
め
、
自
動

車
を
連
ね
た
り
、

隊
伍
を
組

ん

で

往
来
す
る
な
ど
気
勢
を
張
る

行
為
は
禁
止
さ
れ
る
。

㈲
　

選
挙
の
後
で

、
当
選
し
た

こ
と
ま
た
は
落
選

し
た
こ
と
に

つ
い
て
選
挙
人
に
挨
拶
す
る
た

め
に
、
次
の
行
為
を
す
る
こ
と

は
で
き
な

い
。

①
戸
別
訪
問

ら
自
筆
の
信
書
や
祝
辞
な
ど

の
答
礼
の
た
め
の
信
書
以

外
の
文
書
図
画
の
領
布

掲

示
④
新
聞

、
雑
誌
の
利
用

お
よ

び
放
送

の
当
選
祝
賀
会
な
ど
の
集
会

の
開
催

ｍ
　

次
の
よ
う
な
寄
付
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
。

◇
国
と
請
負
契
約
を
し
て
い

る
者
や
、
国

か
ら
補
助
金
な

ど
を
受
け
て
い

る
者
な
ど
は

、
参
議
院
議
員
の
選
挙
に
関

し
て
寄
付
を
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

◇
候

補
者
は
、
参
議
院
議
員

の
選
挙

に
関
し
て
、
選
挙
区

内
の
者

に
対
し
寄
付
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
選
挙
区

内
の
者

に
対
し
て
、
通
常
社

交
の

程
度
を
こ
え
る
寄
付
を

す
る
と
、
参
議
院
議
員
の
選

挙

に
関
す
る
寄
付
と
み
な
さ

れ
る
。

㈲
　

参
議
院
議
員
の
任

期
満
了

の
日
前

九
十
日
に
あ
た
る
日
（

今
回
は
三
月
三
日

）
か
ら
通
常

選

挙
の
投
票
日
ま
で
の
聞
は
、

◇

後

援

団

体

は

、

選

挙

区

内

の

者

に

対

し

て

ど

の

よ

う

な

名

儀

を

も

っ

て

も

寄

付

を

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

。

◇

後

援

団

体

が

行

な

う

行

事

（

集

会

、
。
見

学

、

旅

行

な

ど

）

に

お

い

て

は

、

ど

ん

な

人

も

、

選

挙

区

内

の

者

に

対

し

、

接

待

し

た

り

、

金

品

を

贈

っ

て

は

な

ら

な

い

。

◇

候

補

者

は

、

自

分

の

後

援

会

に

寄

付

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

。

国見町部落会長名簿(  40. 1)
④会長　 ○副会 長　●会計　 ○評議員

部落会名 班　 数 世 帯 主 １ 部 落 会 長 名

駅　 前
錦　　 町

大 町 南
･y　北

本　　 町
宮 町 南

lx　北
町　　 東
鶉　　 町
石 母田東

1/　表
〃　 北
･y　原
yy　西

山 崎 北
滝　　 山

山
崎 南

源 宗 山

７
７
６

１０

９
７

１０
４

２
３

３
３
４
４

３
３
５
５

95
78
82
91
81

101

116
46

17
33

23
30
44
31
42
38
70
49

佐 藤 健 蔵
秦　　 作 三
大 勝 藤 繁
稲 村 彦三郎
佐 川 寿 一

＠ 倉 田　真 吾
○吉 珥 勝 由

鈴 木 研 助
五十嵐常 次郎

○佐 藤　角 治
佐 藤 久 造
宍

戸 己 吉

菊 地 武 男

佐々木吉三郎
○吉 田 五 郎

浅 野 義 雄
吉 田 幸 平

菅 野 七 郎

0 8 ) 95 1 , 067 小　 計
小　　 坂
太 田 川
前　　 田
板　　 橋
泉 田 上

lx　中

IX　 下
鳥　　 取
内 谷 西

//　東

４

６
６
５
４

８
５
５

３
７

57
45
42

5235

47
36
51
29
50

佐 藤 元 一
佐 藤 源 蔵

○安 藤　仙 助
野 村 正 治
佐 藤　　 栄

○ 目 黒 久太郎
紺 野 忠 蔵
遠 藤　 正'二

菅
野 富 蔵

●菅 野 正 肌

0  の 53 ４４４ 小　 計

愀　　　１

慘　　 ２
愀　　 ３
オ　　 ４

徳 江 北
汾　　 ７

愀　　 ８
愀　　 ９
愀　　10
愀　　11
汁　　12

９
５
４
７

８
３
６
６
４
４
５

61
37
41
46
57
29
43
56
22
21
52

津 田 金 作
佐 藤 清 重

○ 大 津 利 一
吉 田 光 夫

佐
藤 亀太郎

佐 野 甚兵工
佐 野 武 吉

○村 上 三 郎
○高 橋 徳 治

高 橋 勇 記
佐久間長兵工

( 1 D 61 465 小　 計

貝　　 田
光 明 寺
高　　 城
大 木 戸
山　　 根

９
６
６
７
６

117
67

5871
60

○斎 藤 与 市

渋 谷　 貞 一
八 島　　 進

○松 浦 市三郎
(1)遠 藤 喜 平

（５） 34 373 小　 計

原　　 町
築　　 館
川　　　内

並　　
柳

中　　 部
北　　 部

４

３
７

２
４
３

29
15
72

24
33
19

○佐 藤
正 雄

○松 浦 新 一
○ 鈴 木 鶴 吉

佐 藤 幸 一
瀬

戸 賢 治
佐 藤 平 治

（６） 23 191 小　 計
(  5 の 266 2 , 5 引 合　 計

○

な

く

そ

う

違

反
　
　

伸

ば

そ

う

善

意



四
十
名
肥
表
彰
状

共
済
組
合
の
総
代
会
終
る

国
見
町
農
業
共
済
組
合
で
は
、

六
月
十
三
日
午
後
一
時
よ
り
町
役

場
会
議

室
に
お
い
て
愀
十
回
通
常

総
代
会

を
開
催
し

た
。
総
代
総
数

六
十
五
名
全
員
出
席
し
、
ま
ず
宍

戸

組
合
長
よ
り
、
過
去
十
年
間
幾

多
の
農
業

災
害
に
対
処
し
て
農
業

共
済
事
業

の
進
展
に
寄
与
し
、
優

秀
な
組
合

と
な
っ
た
状
況
を
報
告

し
、
次

い
で

合
併
当

初
よ
り
引
続

き
勤
続
し
実
績
向
上

に
尽
力
し
た

役
員
及
び
評
価
員
四
十
名

に
表
彰

状
を
贈
っ
た
。

次
に
昭
和
三
十
九
年
度
の
事
業

並
び
に
収

支
決
算
の
承
認
、
新
年

度
の
事
菜
計
画

並
び
に
予

算
審
議

、
最
後
に
役
員
改
選

を
次
の
よ
う

に
行
な
い
午
後
六
時
十

分
閉
会
し

た
。○

受
賞
者

ｌ

邨
員

ｆ
一
名
心

代
表
監
事
　

酒
井
　

保

２

損
害
評
価
委
員
（

七
名
）

（
農
作
物
）
斎
藤
勘
吉
　

安
藤

仙
助
　

佐
藤
平

治

（
蚕
繭
）
　

八
島
建
次
郎
　

高

野

初
雄
　

吉
田
光
雄
　

鈴
木

忠

七

３
農
作

物
損
害
評
価
員
（
一
四

名
）

（

連
絡
員
兼
務
）

（
小

坂
地
区

）
鴨
田
新
一

（

藤
田
地
区
）
小

西
保
兵
エ
　

阿
部
辰

男
　

佐
藤
金
三
　

浅

野
武
雄
　

高
橋
竹
治

（

森
江
野
地
区
）
佐
久
間
森
正

近
野
　

稔

（

大
木
戸
地
区
）
村
上
鉄
男

佐
野
久
吉
　

遠
藤
辜
治
　

斎

藤
与
市
　

武
田
三
郎
　

谷
津

真

４

蚕
羂
損
害
評
価
員
（

一
七
名
）

（

小
坂
地
区
）
高
原
円
吉
　

鴨

田
善
三
郎
　

横
山
忠
蔵
　

菅

野
富
蔵

（

森
江
野
地
区
）
宍
戸
三
郎

広
居
栄
之
助
　

高
橋
吉
治

（

藤
田
地
区
）
八
島
房
次
郎

佐
藤
長
五
郎
　

菊
地
平
三
郎

佐
々
木
吉
三
郎
　

古
田
正
一

（
大
木
戸
地
区

）
。渡
辺
善
蔵

八
島
健
　

佐
藤
勝

（

大
枝
地
区

）
松
浦
新
平
　

小

林
一
郎
・

５
共
済
連
絡
員
（
一
名
）

（

森
江
野
地
区
）
引
地
芳
男

○
役
員
選
挙
当
選
者
名

一
、
理
事
　

十
名

（

小
坂
地
区

）

後
藤
清
四

郎
　

紺
野
忠
蔵

（

藤
田
地
区
）

菊
地
太
三
　

大
勝
藤
繁

（
森
江
野
地
区
）

宍
戸
武
雄
　

蓬
田
勝

（
大
木
戸
地
区
）

阿
部
武
夫
　

大
沼
酉
治

（
大
枝
地
区
）

佐
藤
平
治
　

後

藤
俊
雄

二
、
監
事
　

四
名

（
小
坂
地
区
）
　

古
内

吉
蔵

（
藤
田
地
区
）
　

吉
田
一
雄

（
森
江
野
地
区
）
高
橋
勇
記

（

大
木
戸
地
区
）
渉
谷
貞
一

蚊
と
（

エ
の
い
な
い
生
活
へ

…
…
国

見

町

保

健

委

員

会
…
…

わ
れ
ら
の
保
健
衛
生
を
司
る
愀

一
線

部
隊
、
国
見
町
保
健
委
員
会

（
委
員
長
佐
久
間
勇
治
氏
）
で
は

去

る
四
月
二
十
三
日
総
会
を
開
き

旧
年

度
の
決
算
や
新
年
度
の
事
業

計
画

に
つ
き
審
議
し
た
。
こ

れ
に

よ
れ
ば
、
年
間
八
十
八
万
円
の
予

算
を
も
っ
て
「
蚊
と
「

Ｉ
の
い
な

い
生
活

」
実
践
事
業
や
伝
染
病
予

防
事
業
、
特

に
最
近
強
く
哢

ば
れ

て
き

た
成
人
病
予
防
事
業
な
ど
に

力
を
入

れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
主

な
る
事
業
計
画
次

の
と
お
り
、

倒
「
蚊
と
「

Ｉ
の
い
な
い
生
活

」

の
実
践
事
業

イ
、
大
掃
除
の
実
施

口
、
住
民
の
組
織
活
動
に
ょ
り

殺
虫
剤
の
一
斉
撒
布

（

、
衛

生
害
虫

の
発
生
源
対
策

と
し
て

施
設
改
善
の
実
施

○
下

水
濤

コ
ソ
ク
リ
ー
ト
　

○

畜
舎
コ
ン
ク
リ

ー
ト

閙
　

伝
染
病
予
防
事
業

イ
、
各
種
予
防
接
種
の
実
施

口
、
蛟
、
（

Ｉ
、
ね
ず
み
の
徹

底
駆

除

（

、
手
洗

い
の
励
行

二
、
流
水
使
用

に
注
意

ホ
、
伝
染
病
患
者
発
生
時
の
防

疫
作
業
援
助

圓
　

結
核
予
防
事
業

イ
、
住
民
全
員

の
検
診

口
、
検

髀
該
当
者

の
把
あ
く

（

、
一
般
検
診
に
協
力

㈲
　

寄
生
虫
病
予
防
事
業

イ
、
全
員
検
便
実
施
に
協
力

ａ
、
有
卵

濤
に
対
す

る
駆
虫
薬

の
あ
っ
せ
ん

㈲
　

成
人
病
予
防
事
業

イ
、
講
演
会
、
映
画
会
の
開
催

７
、
集
団
検
診

（

、
早
期
発
見
、
．早
期
治
療

㈲
　

狂
犬
病
予
防
事
業

イ
、
畜
犬
調
査
、
登
録

口
、
予
防
注
射

（

、
無
登
録
犬
の
絶
無
に
協
力

閇
　

委
員
の
研
修

イ
、
委
員
会
の
開
催

口
、
指
導
者
講
習
会
へ
参
加

（

、
大
会
、
研
修
会
へ
参
加

二
、
優
良
町
村
の
視
察

佐
藤
君
ら
十
一
名
参
加

管
内
青
年
研
修
講
座
始
ま
る

県
教
育
委
員
会
伊
達

出
張
所
で

は
、
郡
公
民
館
連
絡
協
議
会
と
共

催
し
て
、
管
内
青
年
研

修
講
座
を

開
く
こ
と

に
な
り
、
去
る
四
月
二

十
日
、
わ
が
国
見
町
青
年
研
修
所

に
お
い
て
開
講
式
を
行
な
い
、
五

月
十
四
日
に
は
霊
山
神
社
で
愀
一

回
の
講
座
を
開
い
た
。

写
真
は
わ
が
町

よ
り
の
参
加
者

敬
老
会
を
兼
ね
て
総
会
森
江
野
婦
人
会

森
江
野

婦
人
会
（
会
長
村
上
ト

ク
さ
ん
）
で

は
、
四
月
二
十
九
日

小

学
校
講
堂
で
総
会
を
開
き
、
尚

七
〇
才
以
上
の
高
令
者
百
二
十
人

を
招
待
し
て
敬
老
会
を
催

う
し
た

。
例
に
よ

っ
て
今
年
八
十
才
に
な

っ
た
方
（
こ
と
し
は
六
人
）
に
八

巻
綿
店
寄
贈
の
座

ぶ
と

ん
を
贈
り

、
会
員
が
心
を
こ

め
た
昼
食
の
後

、
公
民
館
の
映
画
を
い
っ
し

よ
に

鑑
賞
し
、
次
は
各
班
じ
ま
ん
の
哄

や
踊
り
を
披
露
し
、
老

大
た
ち
は

大
よ
ろ
こ
び
で
あ
っ
た
。
尚
同

地

区
の
老
人

ク
ラ
ブ
（

会
長
後
藤
万

七
さ
ん
）
で
は
、
こ

の
機
会

を
利

用
し
て
総
会
を
開
い
た
。

写
真

は
集
ま
っ
た
老
大
た
ち

歩行者の交通マナー

安全なあるきかた１０則

１。歩道 のない道路では、道路の右側はしをある

きましよう。

２．歩道のある道路では、かならず歩道をあるき

ましよう。

３ ．道路を横断するときは、横断歩道を渡 りまし

よう。

４ ．道路を横断するときは 。手をあげて″横断 の

合図をし ましよう。

５．車のすぐ前や後の横断は危険ですからやめま

し よう。

６．道路を斜めに横断することは危険ですからま

っすぐ横断し ましよう。

７卜 道路を横断するときは、車の運転者の立場を

考え、できるだけ早く横断を終るようにし ま

し よう。

８．信号が青色のときに渡りまし よう。

９ ．道路での立話は危険ですからやめましよう。

１０ ．夕暮れ時や、夜間、道路が濡れているとき

は、車の運転者から歩 行者の姿が見えにくい

ので、と くに道路を横断するとき等は注意し

まし よう。

福　島　県　 餮　察　 本　部

福 島 県 交 通 安 全 協 会

農
協
支
所
職
員

小
坂
支
所
所
長
　
　

関
口
　

正

一

金
融
貸
付
共
済
　

若
林
　

清
一

貯

金
　
　

中
野
　

キ

ミ

仝
　
　
　

斎
藤
　

ト

ヨ

経
済
　

販
売
特
産
高
原
　

菊
吩

購
買
　
　

高
橋
　

豊
寿

加
工
　
　

渡
辺
仙
太
郎

運
輸
　
　

瀬
戸
　

岩
夫

購
買
　
　

熊
坂
　

キ
ミ

販
・
特
　

熊
坂
み
っ
子

茴
田
支
所

所
長
　
　
　
　
　

紺
野
宗
兵
エ

出

納
　
　

高
橋
　

チ
ヨ

貯

金
　
　

松
浦
　

敏
雄

仝
　
　
　

秦
　
　

仲
子

集
金
　

五
十
嵐
ユ
キ
ノ

森
江
野
支
所

所
長
　
　
　
　
　

佐
藤
　

茂
雄

金
融
　

貸
出
共
済
八
巻
　

忠
一

出
納
　
　

佐
久
間
系
子

貯
金
　
　

宍
戸
ヤ
エ
子

経
済
　

特
産
　
　

大
波
　

建
一

。。

販
・
倉
　

吉
田
　

光
助

販
・
贈
　

菊
地
　

久
男

購
買
　
　

佐
藤
　

美
子

仝
　
　
　

石
川

ツ
ヤ
子

運
・
購
　

小
池
　

孝
吉

運
輸
　
　

蓬
田
　
　

登

仝
　
　
　

斎
薑
　

文
男

加
工
　
　

大
波
　

茂
吉

購
買
　
　

村
上
　

晴
夫

大
木
戸
支
所

所
長
　
　
　
　

佐
藤
　

定
男

金
融
　

貸
出
出
納
長
谷
川
光
雄

貯
金
　
　

平

武
　

政
江

仝
　
　

阿

部
　

君
子

経
済
　

特
産
　
　

阿

部
　

松
夫

購
買
肥
　

渋
谷
　

祐
輔

購
買
　
　

古
山

ト
キ
子

同
　
　

’
村
上
　

政
雄

加
工
　
　

渡
辺
　

正
次

同
　
　
　

斎
藤
　

キ
ク

連
輸
　
　

八
島
　

義
信

人
陂
支
所

所
長
　
　
　
　
　

松
浦
　
　

宏

金
融
　

貯
金
　
　

井
砂

喜
代
子

経
訥
　

購
買

連
輸
中
山
　
　

貢

出
納
　
　

遠
藤
　

と
し

販
売
　
　

制
野
　

照
男

石
母
田
文

冷

所
長
　
　
　
　

佐
膝
　

幸
治

金
融
　
　
　
　

斎
藤
　

ミ
キ

経
済
　

購
買
　

佐
久
間
吉
司

特
産
　

大
槻
　

惷
重
ご

＝
（

年

金
法

の

一
部

改
正

福
祉
年
金
額
の

引
上
げ
な
ど

一
、
改
正
の
趣
旨

国
民
年
金
の
内
容
充
実
を
図
る

た
め
福
祉
年
金
の
額
を
引
上
げ
る

と
と
も

に
、
支
給
制
限

を
緩
和
す

る
ほ
か
、
障
害
年
金
の
対
象

に
精

神
薄
弱
者
を
加
え
る
等
の
改
善
を

行
な
う
こ
と

二
、
改
正
の
要
点

１
、
年
金
額
の
引
上

げ

ア
、
老
令
福
祉
年
金

年
額

コ
ニ
、二
〇
〇
円
を

一
五
、
六
〇
〇
円

に

イ
、
障
害
福
祉
年
金

年
額
二
『

六
〇
〇
円

を

二
四
、〇
〇
〇
円

に

ウ
、
母
子
福
祉
年
金
お
よ

び

準
母
子
福
祉
年
金

年
額
一
五
、
六
〇
〇
円

を

一
八
、〇

〇
〇
円

に

２
、

障
害
年
金
等
の
支
給
範
囲

の
拡

大

ア
、
障
害
年
金
の
対
象
と

な

る
障
害
の
中
に
精
神
薄
弱

を
加
え

る

イ
、
母
子
年
金
の
支
給
の
要

件
と
な
り
、
ま
た
は
加
算

の
対
象
と
な
る
子
の
廃
疾

の
範
囲
を
障
害
年
金
の
場

合

と
同
様
に
拡
大
す
る
こ

準
母
子
年
金
及
び
遣
児
年

金
に
つ
い
て
も
同
様
と
す

る
こ
と

３

、
福

祉
年
金
の
支
給
制
限

緩

和ア
、
受
給
権
者
の
所
得
に
よ

る
福
祉

年
金
の
支
給
制
限

額
を
計
算
す
る
場
合
の
子

等
に
つ

い
て
の
加
算
額
三

万
円
を
四
万
円
に
引

上
げ

る
こ
と

イ
、
受
給
権
者
の
生
計
を
維

持
す

る
扶
養
義
務
者
の
所

得

に
ょ

る
福
祉

年
金
の
支

給
制
限
額
を
そ
の
扶
養

親

族
数
に
応
じ
て
緩
和
し
、

扶
養
親
族
が
五
人
で
あ
る

場
合
の
制
限
額
六
五
四
、

〇
〇
〇
円
を
七
一
六
、〇

〇
〇
円

に
引
上
げ
る
こ

と

ウ
、

戦
争
公
務
に
よ
り
死

亡

し
、
ま
た
は
廃
疾
と
な
っ

た
こ
と

に
基
く
公
的
年
金

受
給
者

に
対
す
る
福
祉
年

金
の
併
給
の
限
度
と
な
る

額

を
引
上
げ
る
こ
と
。

（
住
民
課
よ
り
）

○

蚊

と
（

エ

の

い

な

い

生

活

へ
…
…
…
火

事

と

交

通

事

故

の

な

い

生

活

へ

青
年
学
級
開
講
式
記
念
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